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CLS資格取得のプロセス ①
現行の規定

Jチャイルド・ライフ・スペシャリスト（CLS）

Å大学卒（学士号）以上の学位

ÅAssociation of Child Life Professionals(ACLP)が
定めているクラスの履修（10 college courses)

Å条件を満たしたCCLSのもとで600時間以上のイン
ターンシップ(実習)

J認定チャイルド・ライフ・スペシャリス（CCLS）

Å上記３つの条件を満たしている

Å認定試験（Child Life Professional Certification 
Examination)に合格している



CLS資格取得のプロセス ②

＜資格取得までの期間＞

Åスタート時点での学歴や留学方法、語学力に
よって個人差あり

Å最低でも1年半は必要

＜認定資格取得後＞

Å認定資格は5年ごとの更新制

Å更新にあたり、カンファレンスや勉強会に参加
し、規定された時間/単位の提出義務あり

=資格維持のためには継続した学習が必要



受験資格の確認方法
Association of Child Life ProfessionalsのHPの
【Certification】のタブからBecoming Certified/Eligibility を
クリック！



受験資格についての詳細はここから
確認できます。



CLS資格取得のプロセス ③

＜インターンシップ＞

Åスーパーバイザー（指導者）の条件を満たした
CCLSのもとで、600時間以上の臨床現場での
実習

ÅWinter/Spring、Summer、Fallの３つの期間の
いずれかで応募が可能

ÅACLPのWeb Siteもしくは所属学校からの情報
をもとに自分で場所を探し、申し込む

Å過去のボランティア経験等も選考に加味される



Å大学か大学院の選択は日本での最終学歴に合わせる

高校卒業 → 大学に留学

短大卒業 → ①日本で大学卒業→大学院に留学

②大学に編入留学

専門学校卒業 → ①大学留学

②日本で大学を卒業→大学院留学

大学卒業 → 大学院に留学

Å認定試験を受けるために必要なクラス（ACLPが定めて
いる）を履修できるプログラムがある学校を選ぶ

学校選びについて



大学・大学院のプログラムを
検索する方法

Association of Child Life ProfessionalsのHPの
【Certification】のタブの中から、【Certification Resources】を
クリック！



ここからチャイルド・ライフのプログラムがある大学の
一覧を見ることができます。



大学/大学院受験に必要な条件①

1. 成績証明書（Transcript)

Å成績証明書に記載される評定平均値GPA=Grade 

Point Averageが合否判定に影響する

Å大学学部課程はGPA2.0以上、大学院課程では

GPA3.0以上が通常要求される

2. 適正能力テスト（学力テスト）

Å大学学部課程 ⇒ SATやACT

Å大学院課程 ⇒ GRE （必要ない学校もある）



大学/大学院受験に必要な条件②
3. 英語力

ÅTOEFL（Test of English as a Foreign Language）
iBTのスコアの提出

Å大学学部課程はTOEFL iBT 61点以上、

Å大学院課程ではTOEFL iBT 80点以上が必要

（120点満点中）

4. 経済力

Å学費を払えるかを証明する財政証明書の提出

※ 銀行の残高証明書を英語で発行してもらう

＊出願する大学や大学院によって、エッセイや教授からの推薦状が必要と

なることもあります。



Å入学許可を得るために必要な書類やテストの
スコアは、ほとんどの場合、大学のホームページ
で確認できる。

JInternational Admission Requirements

JInternational Applicants

JApplication Requirements

上記のような項目のページに記載されていることが

多い



語学について
＜英語研修プログラム＞

Å大学・大学院のプログラムを始める前に、学校に併設され
ている語学学校に通う、または地域の語学学校やコミュニ
ティカレッジのESLクラスに通う

＜条件付き入学=Conditional Admission>

Å英語力が要求する基準に達しない場合、英語研修や大学内
のESLクラスの受講を義務付けることを条件に入学を許可
する制度

<Learning Center>

Å英語を母国語としない生徒に対し、レポートの書き方や、
英語の添削を行ってくれる場所



費用について ①

＜留学の主な必要経費＞

1. 学費（授業料や学校に払う諸経費）

2. 住居費

3. 食費

4. 医療保険

5. 交通費（自動車の場合、自動車保険も含む）

6. 往復旅費

7. 雑費

生活費に関しては、居住する州・地域によって
異なる



費用について ②
<学費について＞

Å学費は、学校ごとで違う。

- 1単位＝～ドル

Å学校側による学費含めた年間経費の見積もりの例
- A大学： 32,814ドル （内訳の記載なし）

- B大学： 54,737ドル (生活費、保険込み)

- C大学： 38,300ドル (住居費、食費、保険、教科書

代込み）

- D大学： 58,700ドル （諸経費など込み）

- E大学： 33,251ドル (住居費、食費、教科書代、

保険込み)

＊各大学のHPには学費や年間経費の見積もりが記載されています。Tuition 

や Estimated annual costsなどの表記で示されていることが多いです。



奨学金制度について

日本で募集されている海外留学のための奨学金制度

もあります。詳細は奨学金制度がある各団体の

ホームページに掲載されていますので、ご興味の

ある方は調べてみてください。

応募の条件や募集の締め切りなど、

応募をする場合は計画的な準備が必要です。



Financial Aid
留学先の大学で設けているFinancial Aidもあります。

Å学校内外の奨学金制度：
成績優秀者は学費が一部免除、または一定の金額を

もらえる、など

Åアシスタントシップ：
大学併設の幼稚園で働いたり、教授のアシスタントを

したりすることで、お給料をもらう、または学費が安く

なる、など

Åキャンパス内でのアルバイト：
インターナショナルオフィスやラーニングセンターなどで

働き、お給料をもらう、など

Å長期休暇中の一時帰国にかかる渡航費を学校が負担



これまでご紹介したことは、2020年8月現在の情報です。

今後、各種制度が変わる可能性もあるので、ご自身で調べ

ながら準備を進めてください。留学の手続きに関する疑問点は

それぞれの大学・大学院、チャイルド・ライフのプログラムに

関する疑問点はProgram Directorに問い合わせをしてみて

ください。なお、当協会ではメールでの個別の留学相談には

対応致しかねますので、ご了承ください。

当協会が主催している留学相談会では、様々な学校を卒業して

いるCLSの留学体験談の発表や質疑応答の時間を設けており、

同じく留学を目指す方々と交流する機会としてもご活用頂け

ます。開催が決まり次第、随時HPでご案内しております。

資料をご覧頂き、ありがとうございました。

チャイルド・ライフ・スペシャリスト協会

＊PDFファイルに記載された内容の無断転用・転載はお断りします。


